
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

岡

山

県

事

務

処

理

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

航

空

企

画

推

進

課

則

○

〃

組

合

指

導

課

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

〃

【

公

告

】

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

令和４年１月７日 第１２３５９号



◎
岡
山
県
規
則
第
一
号

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
航
空
企
画
推
進
課
の
部
１
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６
危
害
行
為
の
防
止
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
係
る
空
港
等
の
設
置
者
等
の

（

1
3
1

）

職
員
の
指
定

第
条
の
２
の
３
第
２
項

岡
山
空
港
に
係
る
も
の

岡
山
空
港

(1)

○

管
理
事
務

所
長

岡
南
飛
行
場
に
係
る
も
の

岡
南
飛
行

(2)

○

場
管
理
事

務
所
長

７
危
険
物
等
所
持
制
限
区
域
の
指
定
及
び
変
更
並
び
に
当
該
区
域
の
指
定
及

（

1
3
1

び
変
更
に
係
る
意
見
の
聴
取
並
び
に
当
該
区
域
の
管
理
者
の
指
定

第

）

条
の
２
の
５
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で

岡
山
空
港
に
係
る
も
の

岡
山
空
港

(1)

○

管
理
事
務

所
長

岡
南
飛
行
場
に
係
る
も
の

岡
南
飛
行

(2)

○

場
管
理
事

務
所
長

○

８
危
険
物
等
所
持
制
限
区
域
の
指
定
及
び
変
更
に
係
る
国
土
交
通
大
臣
と
の

（

1
3
1

）

協
議

第
条
の
２
の
５
第
２
項
第
３
項

，

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
三
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



◎
岡
山
県
規
則
第
二
号

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
組
合
指
導
課
の
部
中

の
項
を

の
項
と
し
、
６
の
項
か
ら

の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
５
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

14

15

13

（

）

○

６
岡
山
県
稲
作
緊
急
営
農
対
策

１
融
資
機
関
と
の
利
子
補
給
契
約

第
３
条

（

資
金
利
子
補
給
金
交
付
要
綱

県
民
局
長

令
和
３
年
組
第

号
の
施

２
融
資
機
関
に
対
す
る
利
子
補
給
の
承
認
及
び
変
更
の
承
認

第
４
条

第
1
8
6

）

（

○

，

）

行
に
関
す
る
事
務

５
条

県
民
局
長

３
稲
作
緊
急
営
農
対
策
資
金
を
融
通
す
る
融
資
機
関
に
対
す
る
報
告
の
徴
収

○

（

）

又
は
調
査

第
９
条

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
四
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

サ
ラ
メ
シ
本
舗 

  

２  

所
在
地 

真
庭
市
落
合
垂
水
七
二
九
―
二 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
今
本
屋 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

真
庭
市
落
合
垂
水
七
二
九
―
二 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
一
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
一
四
〇
〇
三
一
五 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
） 

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
四
年
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
笹
山
一
二
六
九
の
七
、
一
二
七
〇
の
四

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



◎
岡
山
県
告
示
第
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

、

、

、

、

１

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
野
宮
三
五
九
の
二

三
七
九
の
二

三
八
〇
の
二

三
八
一
の
二

三
八
一
の
三
、
三
八
二
の
五
、
三
八
二
の
六
、
字
皿
池
五
八
一
の
六
、
五
八
一
の
一
二
か
ら
五
八

一
の
一
四
ま
で
、
五
八
一
の
一
六
、
五
八
一
の
一
八
、
一
二
九
〇
の
二
、
一
二
九
六
の
二
、
一
二

九
七
の
二
、
一
二
九
八
の
二
、
一
三
〇
一
の
二
、
一
三
〇
三
の
二
、
一
三
〇
四
の
二
、
一
三
〇
五

の
二
、
一
三
〇
六
の
二
、
一
三
〇
七
の
二
、
字
別
山
一
三
〇
八
か
ら
一
三
一
〇
ま
で
、
一
三
一
一

の
二
（
以
上
二
十
七
筆
国
有
林
）

２

笠
岡
市
西
大
島
字
別
山
二
九
九
九
、
三
〇
〇
四
の
二
、
三
〇
〇
五
の
二
、
三
〇
〇
七
の
二
、
三

〇
〇
八
の
二
、
三
〇
一
一
の
三
（
以
上
六
筆
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



◎
岡
山
県
告
示
第
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
皿
池
六
一
八
の
五
か
ら
六
一
八
の
七
ま
で
、
六
一
八
の
九
、
字
笹
山

一
二
五
〇
の
二
、
一
二
五
一
の
二
、
一
二
五
二
の
三
、
一
二
五
四
の
三
、
一
二
五
四
の
四
、
一
二
五

五
の
三
か
ら
一
二
五
五
の
五
ま
で
、
一
二
五
六
の
三
、
一
二
五
八
の
三
、
一
二
五
九
の
二
、
一
二
六

〇
の
三
、
一
二
六
〇
の
四
、
一
二
六
一
の
三
、
一
二
六
二
の
二
、
一
二
六
三
の
二
、
一
二
六
八
の
三

か
ら
一
二
六
八
の
五
ま
で
、
一
二
六
九
の
八
、
一
二
七
〇
の
五
、
一
二
七
〇
の
六
、
一
二
七
一
の
三

（
以
上
二
十
七
筆
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



◎
岡
山
県
告
示
第
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
四
年
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

総
社
市
黒
尾
字
追
分
八
五
五
か
ら
八
五
八
ま
で
、
八
五
九
の
一
、
八
五
九
の
二
、
八
六
〇
の
一
か

、

、

、

、

ら
八
六
〇
の
四
ま
で

八
六
一
の
一
か
ら
八
六
一
の
四
ま
で

八
六
二
か
ら
八
六
七
ま
で

八
六
九

八
七
〇

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
追
分
八
六
〇
の
一
・
八
六
〇
の
二
・
八
六
一
の
一
・
八
六
二
か
ら
八
六
六
ま
で
（
以
上
八

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
総
社
市
役
所
に
備

「

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



〔
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
一
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

赤
磐
市
下
仁
保
地
区 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
水
準
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
四
年
一
月
十
一
日
か
ら
同

年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



〔
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
上
林
字
佳
美
林
五
九

一
一
、
五
九

一
二

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
新
田
二
四
七
六

二
ヴ
ェ
ラ
ビ
ス
タ
一
〇
二
号

－

木
戸

洸
佑

木
戸

友
美

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
月
十
五
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
六
五
号

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



〔
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
上
林
字
佳
美
林
六
四

三
、
六
四

四

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
井
尻
野
七
九
三

一
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
Ｂ
棟
二
〇
一

－

坂
口

陽
祐

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
一
月
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
八
六
号

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



〔
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
上
林
字
佳
美
林
五
九

九

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
原
九
七
六

七
二
グ
レ
ー
ス
コ
ー
ト
Ｂ
二
〇
二

－

文
屋

佑
紀

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
一
月
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
八
八
号

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号



〔
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
開

発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
井
手
字
井
手
ノ
内
一
一
一

一
、
一
一
一

二
、
一
一
一

三
、
一
一
五

一
、
一
一

－
－

－
－

六

三
、
一
二
四

一
、
一
一
五

三
の
一
部
、
一
二
四

二
の
一
部
、
一
一
五

三
地
先
か
ら

－
－

－
－

－

一
二
四

二
地
先
ま
で
水

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
井
手
一
一
二

池
上

英
政

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
月
二
十
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
七
三
号

令和４年１月７日　岡山県公報　第１２３５９号


